
大豆のマメシンクイガ多発圃場では合成ピレスロイド剤を8月第5半旬及びその7日後

事 項｜に散布するのが有効で、ある

大豆の本作化・団地化に伴い多発しているマメシンクイガについて、多発圃場では従来

ね ら い｜の防除法では被害を抑えきれない事例があった。そこで、効果の高い薬剤と有効な散布時

期を検討したところ、合成ピレスロイド剤を従来より早い8月第5半旬に 1回とその7日
後に2回目を散布すると効果が高く、被害を低く抑えることがわかったので参考に供する。
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1 防除効果の高い合成ピレスロイド剤

薬剤名 ｜ 成分量

｜パーマチオン水和剤 ｜フェンパレレート 10%、MEP 30% 

｜アグロスリン乳剤 ｜シベルメ トリン 6% 
効果の高い薬剤 I 

｜アデイオン乳剤 I lベルメトリン 20% 
｜アテeイオン乳剤（無人ヘリ散布）

｜トレボンMC I 
効果のやや高い薬剤 1・冒小一量ハ.，..， ,,, __ ' ＂品よー、 ，エトフェンプロックス 20% 

希釈倍数｜ 散布量
1,000倍：

抗日間 150～180'/UlOa
3,000倍

24｛音 I 0. 8'/UlOa 
1,000倍 I1so～180日／lOa
8倍 I 0. 8'/;UlOa 

2 多発闘場での効果的な防除法

中晩生種の大豆では、上記いずれかの合成ピレスロイド剤を8月第5半旬に 1回目、

その 7日後に2回目を散布する。

大豆のマメシンクイガによる子実被害を抑えることができ、大豆の高品質・安定生産に

期待される効果｜寄与する。

1 本資料は平成20年3月1日現在の農薬登録に基づいて作成した D

利用上の注意事項12 農薬を使用する場合は、必ず最新の「農薬登録情報」（http://www.maff.go.jp/no
u／）を確認すること o
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 各種合成ピレスロイド剤の防除効果（平成19年 青森農林総研）

供試薬剤
希釈倍数 調査

被粒害数 被粒害率（略） 防除価 薬害
散布量 粒数

／＼ーマチオン水和剤 1. 000倍 1077. 5 3.5 0.3 98.4 なし
フェンパレレート 10%、MEP 30% 1son;1oa 

アグロスリン乳剤 2,000倍 1286. 5 10.5 0.8 96.0 なし
シペルメトリン 6% 150iX/1 Oa 

アデイオン乳剤 3,000倍 1382. 7 24.3 1. 8 90. 7 なし
ペルメトリン 20号也 150 ·~;t/ 1 Oa 

トレボンMC 1,000倍 1226.0 66.5 5.5 71. 2 なし
エトフェンプロックス 20% 150i;t/1 Oa 

無処理区
1116. 3 218.3 19.0 

（注）試験圃場 ：つがる市木造現地圃場、品種 ・おおすず、播種： 6月8日、露地栽培、栽植密度 ：うね幅0.65m×株間0.19m 

面積区制 ：35ni(3.9×9m）、 2～3区制、発生状況：多発生

処理時期：8月29日に所定濃度の供試薬剤を背負い式動力噴霧器で、10a当たり150Q量を散布

調査：10月10日に各区20茎を収穫し、乾燥後に被害粒率を調査。薬害は肉眼で観察した。

表2 各種合成ピレスロイド剤の無人ヘリコプタ一散布による防除効果（平成18年 青森農林総研）

供試薬剤
希釈倍数 調査 被害 被害

防除価 薬害
散布量 粒数 粒数 粒率（弘）

アデイオン乳剤 24倍 1716. 7 5.0 0.3 98.4 なし

ペルメトリン 20% 0. 8'?X/10a 

トレポンスカイMC 8倍 1552. 3 34.0 2. 2 87. 8 なし
エトフエンプロックス 20% 0. 8'?X/10a 

無処理
1306. 7 240. 7 18. 3 

（注）試験聞場 ：つがる市木造現地圃場、品種 ：おおすず、播種 ・6月 5日、露地栽培、栽植密度： うね幅0.65m×株間0.19m 

面積区制： 薬剤処理区は各14.la(l5×94m）、無処理区は9.4a(l0×94m）、 1区制、発生状況．多発生

処理時期：8月25日及び9月1日に所定濃度の供試薬剤を無人ヘリコプター（ヤマノ沢一MAX）で、10a当たり0.8Q量を散布

調査：10月4日に各区3か所で各20茎を収穫し、乾燥後に被害粒率を調査。薬害は肉眼で観察した。
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図1 多発生圃場における合成ピレスロイド剤2回散布の散布開始時期と防除効果（平成16、19年 青森農林総研）

（注）試験圃場 ：多発園場：つがる市木造現地 （Hl6,19）、品種 おおすず、 播種 ：6月上旬、露地栽培、 栽植密度 ．うね幅0.65m×株間0.19m 

甚発生閏場：畑作園芸試験場16号圃場（I-!19）、品種 ：おおすず、播種 ：5月17日、 露地栽培、栽植密度 ：うね幅0.68m×株間0.lm 

供試薬剤：トレボン乳斉IJl,000倍（I-!16，木造園場）、アテ守イオン乳斉IJ3,000倍（I-!19，木造園場、畑園試圏場）、 150～180Q/10a量を6～11日間隔で2回散布

調査：10月上旬に各区20茎を収穫し、 乾燥後に被害粒率を調査。
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